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年を重ねる毎に去年は楽に出来ていた事が今年は大変になってくる事も多くなりご自身で出来てい

る事より、手伝ってもらう事が申し訳ないという気持ちから、医療機関への通院が遠のいてしまった

り、近所に買い物に出る事も少なくなるご家庭が増えています。 

令和６年１月には能登半島地震が発生し、私たち介護保険事業所として行政や医療機関、多くのサ 

ービス事業所と万が一の時には安心安全が確保できるよう災害時の対応訓練を行っております。 

皆様も安心して住める地域づくりの一歩として市区町村や包括支援センター等の行政機関等や身近

な場所の福祉まつりやカフェに足を運んでみてはいかがでしょうか。 

【在宅医療や介護に関しての大事にしている視点】 

超高齢化社会に向けてますます、医療と介護の連携推進が重要とな

っている事を感じる時代になりました。 

ケアマネとして職種を超えて色々な方々と顔の見える関係性をつく 

り維持していく事が、ご利用者・ご家族に住み慣れた地域でご自身ら

しく生きていく為サポートになると考えております。 

 

【地域住民の皆様へ】 

  一人暮らしの方、ご夫婦での生活、老々介護など、日頃の生活を送 

るのが精いっぱいの方々が近年では多くなられてきたと感じておりま 

す。 
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介護サービス事業所って何をしてくれるの？ 

 

 

地域で活躍している医療介護職の人に聞いてみました！ 

【介護サービス事業所の業務内容】 

介護サービス事業所の種類は大きく３つに分かれます。 
①居宅サービス（訪問サービス・通所サービス・ショートステイ等があります） 

②施設サービス（特別養護老人ホーム・老人保健施設・介護医療院等があります） 

③地域密着型サービス（市町村が主体となり地域の実情に合わせて柔軟な対応が取れる 

サービス体制が特徴となります） 

今回は居宅介護支援事業所 みよ 主任介護支援専門員  

岡田 聡江さん  にお話を聞いたぞよ！ 
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自宅で医療や介護を受

けたいけれど、どうし

たらいいのかな？ 
 

親の看取りをどうしよ

うか？ 

どのような看取りがあ

るのかな？ 

市外の病院まで通院する

のが大変になってきた

…。近くでかかれる病院

はないだろうかな？ 

在宅ケア相談窓口の保健師が、茅ヶ崎市・寒川町内のご希望場所に出張し、講座を開催します。

申し込みは１か月前までで、できれば参加人数１０名以上。 

 講座テーマ「在宅医療介護について」 

「エンディングノートの書き方について」 

         「ACPについて」…… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・在宅ケア相談窓口 
在宅ケア相談窓口では、次のような自宅で受ける医療(在宅医療)や介護に関する相談を

お受けしています。在宅医療や介護のことでお困りのことがある場合には、在宅ケア相

談窓口にお気軽にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

・在宅医療・介護に関する講座のご案内 
 

 

 

 

「もしものための話し合い」のことです 

自らが望む人生の最終段階における医療・ケアなど

について、本人や家族、医療介護スタッフたちと前も

って繰り返し話し合う取り組みのことを「ACP（アド

バンス・ケア・プランニング）」と言います。厚生労働

省ではこの「ACP」を「人生会議」と呼んでいます。 

茅ヶ崎市・寒川町エンディングノート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このノートはいつまでも自分

らしく生きていけるように、こ

れまでの人生を振り返り、ご

自身の希望や考え方をまと

めるためのノートです 
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・人生会議（ACP）について ・エンディングノートの書き方 

★個別相談会 

第３５回多職種連携研修会 
「（続）知らなきゃまずい！医療介護と障がい福祉の連携～

障がいのある方の困りごとを知ろう～」  

令和７年１０月１６日（木） 寒川町民センター参加者 131名 

パネリスト   

菅原一朗先生 

大木教久先生 

富田一郎先生 

日田旭氏  

河野泰介氏  

田中秀巳氏 

佐々木清香氏 

松井新吾氏 

令和７年度の多職種連携研修会は障がい福祉関係者とも連携を進めます 

★講演 

～参加者の感想～ 

「ACPでは本人の意思を知ることが

大切」「エンディングノートの全体像

が把握でき、記入するには整理が

必要なことがわかった」 

田野井氏（行政書士）による講演。

参加理由は「エンディングノートを

書いてみたい」「エンディングノート

について知りたい」という意見が多

くありました 

専門家による個別相談を実施しました。

終活の迎え方、相続財産、不動産の取

り扱い等の相談があり、参加者からは

「個別相談ができて良かった」「悩みが

解決した」等の感想が寄せられました 

第３４回多職種連携研修会 
「知らなきゃまずい！医療介護と障がい福祉の連携～

障がいのある方を支援する視点～」  

令和７年７月１７日（木） 茅ヶ崎市役所参加者 １１０名 

 

 

～参加者の感想～ 

「顔の見える関係が広がってきてい

る」「それぞれの職種の動きや考え

を知ることができた」「さまざまな職

種から見た障がい者支援の話が聞

けて参考になった」 

～参加者の感想～ 

「事例と制度の両方を知ることがで

きた」「事例が多く多職種との連携

の経過について具体的な話を聞け

参考にしたい」 

研修会報告 
 

 エンディングノート書き方講座＆個別相談会 

令和７年６月３０日（土） 茅ヶ崎市役所    参加者８４名 
 

第３６回多職種連携研修会 
令和8年1月29日（木）午後7時１５分から茅ヶ崎市役所本庁舎４階会議室で第36回多職種連携研

修会を開催します。医療介護と障がい福祉の専門職の皆様のご参加をお待ちしています！ 
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住民向け研修会開催のお知らせ！ 

日 時：令和７年１１月２９日（土） １４：００～１６：００ 

場 所：シンコースポーツ寒川アリーナ（寒川総合体育館）多目的室 

内 容：講演会 

 

 

 
 

２次元コード 

知っておきたい！在宅医療介護のこと」 
～在宅医療と介護の現状や高齢者等に求められる準備を学ぶ～ 

対 象：茅ヶ崎市及び寒川町に在住・在勤・在学の方 

定 員：１００名※先着順 

申 込：１１月４日（火）～２５日 ２次元コードまたは 

電話 ０４６７－３８－３３１９（直通） 

 

 

 

講師 

はまたけ診療所 

山内毅氏 
訪問看護ステーションつばさ 

齋藤奈緒子氏 

茅ヶ崎市立病院 
患者支援センター 

羽山智実氏 

平和町介護サービスセンター 

石黒秀樹氏 

お問い合わせ 茅ヶ崎市役所 高齢福祉課 在宅ケア相談窓口            

電話：０４６７－３８－３３１９(土日祝日を除く平日8:30～17:00) 

 
 

「えぼ丸通信」の歩み！ 
平成29年 6月に開設した在宅ケア相談 

窓口の情報誌として発行。今回で２７号！ 


